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家 庭 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ

～「食生活」の単元における組織的な授業改善の推進～「指導と評価の一体化」の実現に向けた教育

実践

(2) 研究のねらい

『高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説家庭編』(以下、『解説』という)には、「社会との関

わりの中で営まれる家庭生活や地域の生活への関心を高め，生涯を見通して生活を創造する主体とし

ての視点が重要となることから，持続可能な社会の構築を目指し，グローバルな視点に立って生活の

現状を見つめ，なぜそうするのか，どうしたらよいかという課題意識をもつとともに，実践的・体験

的な学習活動を通して家族・家庭，衣食住，消費や環境など家庭生活の様々な事象の原理・原則を科

学的に理解すること，及び，それらに関わる知識と技能を実際の生活上の意思決定や問題解決に生か

し，男女が協力して，家庭や地域の生活を主体的に創造する資質・能力を育成することが大切であ

る。」(『解説』ｐ.17)と示されている。本研究では、「食生活をつくる」の単元において、食文化

の継承や様々な人と協同し実践的・体験的な学習活動に焦点を当て、「食生活をつくる」の単元の指

導計画の作成、授業展開の工夫等を行うことにより指導と評価の一体化の視点を踏まえた主体的・対

話的で深い学びの学習過程の実践と適切な学習評価について検討することとした。 

２ 実践事例 

(1) 単元の指導と評価の計画

ア 科目名：「家庭基礎」

イ 単元名：食生活をつくる

ウ 単元のねらい：

(ｱ) ライフステージに応じた栄養の特徴や食品の栄養的特質、健康や環境に配慮した食生活につい

て理解するとともに、自己や家族の食生活の計画・管理に必要な技能を身に付ける。

(ｲ) 食の安全や食品の調理上の性質、食文化の継承を考慮した献立作成や調理計画、健康や環境に

配慮した食生活について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善

し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付ける。

(ｳ) 様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、食生活と健康について、課題の解決に主

体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自

分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

エ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・食生活を取り巻く課題、食の安全と衛

生、日本と世界の食文化など、食と人との

関わりについて理解している。

・ライフステージの特徴や課題に着目し、

栄養の特徴、食品の栄養的特質、健康や環

境に配慮した食生活について理解している

とともに、自己と家族の食生活の計画・管

理に必要な技能を身に付けている。

・おいしさの構成要素や食品の調理上の性

質、食品衛生について科学的に理解し、目

的に応じた調理に必要な技能を身に付けて

いる。

主体的に食生活を営むこ

とができるよう健康及び

環境に配慮した自己と家

族の食事、日本の食文化

の継承・創造について問

題を見いだして課題を設

定し、解決策を構想し、

実践を評価・改善し、考

察したことを根拠に基づ

いて論理的に表現するな

どして課題を解決する力

を身に付けている。 

様々な人々と協働し、よりよ

い社会の構築に向けて、食生

活の科学と文化について、課

題の解決に主体的に取り組ん

だり、振り返って改善したり

して、地域社会に参画しよう

とするとともに、生活文化を

継承し、自分や家庭、地域の

生活の充実向上を図るために

実践しようとしている。 
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オ 単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」 

次 時 学習活動 知 思 態 評価のポイント・指導上のポイント 

1 

１
・
２
・
３(

本
時)

 

 

 

 

・単元の目標を確認し、【単元

を貫く問い】について自分の考

えを記入する。 

 

＜日本の食文化の紹介＞ 

・日本の食文化の良さについて

英語を用いて紹介することで、

自分たちの食生活と日本の食文

化との関わりについて知識を深

める。 

 〇 ● 

 

 

 

【指導上のポイント】 

・「主体的に学習に取り組む態度」が単元を通じて

どのように変容したかを見取るためにワークシート

を継続的に使用する形式にするなど工夫をする。 

・日本の食文化の成り立ちを理解できるようにす

る。 

・日本の食文化の特徴を理解させる。 

【評価のポイント】 

・問いに対しての考えを自分なりに考えようとして

いる。(態)(観察、ワークシート) 

・日本の食文化について、歴史や料理の作り方を調

べてまとめることができる。(思)(ワークシート) 

・日本の食文化について関心を持つとともに、日本

の食文化の良さについて知識を深めようとしてい

る。(態)(発表) 

４ 

＜日本の食文化の継承＞ 

・日本の食文化の特徴を理解す

る。 

・郷土食や行事食の継承方法に

ついて検討する。 

〇 〇  

【指導上のポイント】 

・日本の食文化を支える要素として気候・風土の特

徴と歴史の関わりを理解できるようにする。 

・地域の特産品や行事食に込めた願いなどを考えさ

せる。 

【評価のポイント】 

・日本の食文化や郷土食・行事食、気候・風土の特

徴、歴史との関わりについて理解している。 

(知)(定期テスト) 

・郷土食や行事食の継承について考えている。

(思)(ワークシート) 

２ 

５ 

＜食生活の課題＞ 

・自分の食生活を振り返り、今

後の課題を理解する。 

 

 〇   

【指導上のポイント】 

・健康的な食生活や食生活を取り巻く環境につい

て、自身の生活と結び付けて考え理解できるように

する。 

【評価のポイント】 

・健康的な食生活と食生活を取り巻く環境について

理解するとともに、様々な情報を収集しながら自分

の食生活について検証している。 

(知)(ワークシート、定期テスト) 

６ 

＜ライフステージと食生活＞ 

・各ライフステージの食生活の

特徴と課題を理解する。 

〇   

【指導上のポイント】 

・栄養バランスのよい食事と各ライフステージの食

生活の関わりについて理解できるようにする。 

【単元を貫く問い】食生活に関わる情報を適切に判断し、生涯を通して健康や環境に配慮した安全

な食生活を営むには何が必要か。 
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【評価のポイント】 

・各ライフステージの食生活の特徴と課題を理解し

ている。(知)(ワークシート、定期テスト) 

３ 

７

・

８ 

＜栄養と食品のかかわり＞ 

・それぞれの栄養素の種類と働

きについて理解する。 

・それぞれの食品の栄養的特質

について理解する。 

・栄養バランスの良い食事はど

のようなものかを考える。 

〇 〇  

【指導上のポイント】 

・それぞれの栄養素の種類と働き、それぞれの食品

の栄養的特質について理解できるようにする。 

【評価のポイント】 

・それぞれの栄養素の種類と働きについて理解して

いる。(知)(定期テスト) 

・それぞれの栄養素の栄養的特質を理解し、栄養バ

ランスの良い食事を工夫することができる。 

(思)(ワークシート) 

４ ９ 

＜食品の選び方と安全＞ 

・安全で衛生的な食生活を営む

ために、食品の選び方や加工方

法、食中毒の種類などについて

理解する。 

・安全で衛生的な食品の選び方

について、将来の食生活と結び

付けて考える。 
〇 〇  

【指導上のポイント】 

・衛生的な食生活を支える仕組みや豊かな食生活を

実現するための食品の加工法、食中毒の種類などに

ついて理解できるようにする。 

・様々な食品がある中で将来に向けてどのような食

生活を送っていきたいか自分と結び付けて考察でき

るようにする。 

【評価のポイント】 

・食品の加工方法や衛生管理のための取組について

理解している。(知)(定期テスト) 

・消費者として自覚を持ち、安全で衛生的な食生活

の在り方について考えている。 

・様々な食品がある中で、自分の生活に結び付けな

がら消費行動について考えている。 

(思)(ワークシート) 

５ 10 

＜調理の基礎と食品の衛生＞ 

・計量スプーンの使い方、野菜

の切り方など食生活の自立に必

要な調理の技術を身に付ける。 
  ● 

【指導上のポイント】 

・調理に必要な基本的な技術を身に付けられるよう

にする。 

・調理や加工によりおいしさが変化することを科学

的に理解できるようにする。 

【評価のポイント】 

・食事・調理の場面を考え、生活の自立に向けて主

体的に取り組もうとしている。(態)(観察) 

６ 

11

・

12 

＜調理実習＞ 

・和食の特徴を理解し、調理技

術を身に付ける。 

〇  〇 

【指導上のポイント】 

・和食の基礎的な調理技術を身に付けられるように

する。 

・効率の良い調理について、考察ができるようにす

る。 

【評価のポイント】 

・和食の特徴を理解し、基礎的な調理技術を身に付

けている。(知)(定期テスト) 
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・班で協力し、調理に係る作業に主体的に取り組も

うとしている。(態)(観察、ワークシート) 

７ 

13

・

14 

＜調理実習＞ 

・洋食の特徴を理解し、調理技

術を身に付ける。 

〇  〇 

【指導上のポイント】 

・洋食の基礎的な調理技術を身に付けられるように

する。 

・効率の良い調理について考察ができるようにす

る。 

【評価のポイント】 

・洋食の特徴を理解し、基礎的な調理技術を身に付

けている。(知)(定期テスト) 

・班で協力し、調理に係る作業に主体的に取り組も

うとしている。(態)(観察、ワークシート) 

８ 15 

＜これからの食生活を考える＞ 

・食生活を持続可能にすること

ができるために食料自給率や食

をめぐる問題について考える。 

 〇 〇 

【指導上のポイント】 

・食料自給率など環境に配慮した自己と家族の食事

について問題を見いだして課題を設定し、解決策を

論理的に考察できるようにする。 

【評価のポイント】 

・食生活に関わる情報を適切に判断することができ

る。(思)(ワークシート) 

・食料自給率など食をめぐる課題の解決に主体的に

取り組もうとしている。(態)(観察、ワークシート) 

９ 16 

＜まとめ＞ 

・単元のまとめとして【単元を

貫く問い】に対する、自らの考

えを記入する。 

  〇 

【指導上のポイント】 

・学習の前後や過程を振り返り、どのような知識や

技術を身に付けたか、自分の考えがどのように変化

したか、今後どのように食生活を営もうと考えてい

るかなどについて記入させる。 

【評価のポイント】 

・安全で健康や環境に配慮し、自立した食生活を営

むために課題の解決に主体的に取り組んだり、振り

返って改善したりして、自分や家庭の生活の充実向

上を図るために実践しようとしている。 

(態)(ワークシート) 

 

カ 授業実践例 (３時間目／16時間) 

学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

１．本時の学習内容の説明と目標の確認 

・本時の内容を知る 

２．グループごとに調べた内容について、スライド資料を用いて発表をする 

(１グループ２～３分以内) 

  ・英語と日本語で発表する 

  ・発表を聞いている生徒は発表シートに記入をする 

  ・質問がある生徒は日本語で質問をする 
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＜発表シート＞ 

 

３．各自のまとめ 

  ・発表を聞き、日常の食生活と食文化との関わり、日本の食文化への興味の

広がりや知識を深めることができたか等についてまとめる 

（Google フォーム） 

 

【主体的に学習に取

り組む態度】 

・日本の食文化につ

いて関心を持つとと

もに、日本の食文化

の良さについて知識

を深めようとしてい

る。(発表) 

研究実施校：神奈川県立神奈川工業高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月２日(水) 

授業担当者：森 勇人 教諭 

 

(2) 「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント 

 ア 「指導と評価の一体化」の視点を踏まえた主体的・対話的で深い学びについて 

『解説』に単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して、主体的・対話的で深い学びを実現し、

資質・能力の育成に向けた授業改善やカリキュラム・マネジメントの推進の他に教育内容の改善事項と

して「このほか，言語能力の確実な育成，理数教育の充実，伝統や文化に関する教育の充実，道徳教育

の充実，外国語教育の充実，職業教育の充実などについて，総則や各教科・科目等(各教科・科目，総

合的な探求の時間及び特別活動をいう。以下同じ。)において，その特質に応じて内容やその取扱いの

充実を図った。」(『解説』ｐ.５)と示されている。また、「高等学校段階では，小学校，中学校にお
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ける学習の上に立ち，生活に関わる経済的な視点や生活文化の継承と創造の視点を踏まえて，持続可能

な社会の構築に向けて，科学的な根拠に基づいた実践力を身に付けることが重要である。」(『解説』

ｐ.15)と示されている。本研究では、生徒が日本の食文化の良さについて英語を用いて紹介することに

よって、日常の食生活と日本の食文化との関わりについて知識が深まることや、指導と評価の一体化の

実現に向けた教育実践の授業展開の工夫について検討した。 

単元の導入として、Google フォームによる事前アンケート調査を実施した(資料１)。「日常の食生

活で、『日本の食文化』を意識していますか？」の問いには、「意識していない」と回答した生徒が

52.9％、「行事のときは、意識している。」と回答した生徒が34.3％、「日頃から意識している。」と

回答した生徒は10％、「外食のときは、意識している。」と回答した生徒は2.9％であった。 

 

(資料１)事前アンケート(Google フォームのアンケート回答の一部) 

・日常の食生活で、「日本の食文化」を意識していますか？ 

                                                                                               

 

 

                                                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践前に、興味のある日本の食文化と日本の食文化を広めるためにはどのようなアイデアがある

かを考えさせた。興味のある日本の食文化については、和菓子や寿司、郷土料理、精進料理など多様な

回答があった。日本の食文化を広げるためのアイデアとして、若い人にも好まれる味付けにすることや

ＳＮＳを活用して英語や写真で伝えるという回答があった。 

授業実践の工夫として、指導と評価の一体化の視点を踏まえた主体的・対話的で深い学びの実現に向

けて、調べ学習とグループ発表を用いた。生徒は、来年韓国への研修旅行を予定しているため、海外の

人に日本の食文化を英語で紹介するという設定で取り組んだ。また、外国語科との教科横断型授業を行

い、食文化についての紹介文を英語に訳し、発音などがスムーズに行えるように準備をした。 

＜日本の食文化の紹介＞における学習活動のはじめに、グループでテーマを決定し、そのテーマに決

めた理由を考えさせた。テーマとしては箸やそば、ラーメンなどがあがり、内容については歴史や作り

方、海外とのつながりなどがあった。その他、調べる内容の項目についてはグループごとに決められる

ようにし、それぞれの内容については、個人で調べることとした。日本語で考えた紹介文を英訳したと

きに、生徒自身が発表する文章に対応する形で確認できるようにワークシートの配置を工夫した。 

次に、Google スライドで発表スライドを作成した。海外の人だけでなく私たちも見やすいように日

本語と英語を記載し、調べた内容を整理して、見せ方の工夫ができるようにした(資料２)。発表は、１

グループ３分で行った。英語で発表をしたあとに日本語でも説明をした。発表を聞いている生徒は「発

表シート」にそれぞれのグループが発表した内容の感想や評価を記録した(資料３)。 

最後に、調べ学習や他のグループの発表を聞いて生徒同士による評価を行わせた。これにより理論的

な知識の習得だけでなく、実践的・体験的に知識を習得し、自らの生活に活用していくことができると

考えた。また、調べ学習によって得た知識を活用して、海外の方へ日本の食文化を広めるために英語に

訳したり、伝わりやすいスライドを作成したりするなど実践的な態度が見られ、主体的・対話的で深い

学びを実現する授業展開が実践できたと考える。 

意識していない 

（52.9％） 
日頃から意識している 

（9.9％） 

行事のときは、 

意識している 

 （34.3％） 

外食のときは、 

意識している 

（2.9％） ※少数第２位を四捨五入 
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(資料２)生徒が作成したGoogle スライドの一部 「おにぎり」(左)／「今川焼き」(右) 

 

(資料３)各班の発表を聞いての感想(生徒の記述より、一部修正) 

・内容の要点をうまくまとめられていて、お茶の栄養や歴史、世界のお茶についてよくわかったので良

かった。 

・味噌汁の作り方やなぜ健康にいいのかを発表していたところが良い。 

・いろいろな名前があるのでいままでは別の食べ物だと思っていたが、地方によって名前が違うことを

知ることができて良かった。 

・おにぎりの特徴だけでなく作り方も説明していたので良かった。 

・場所によって入れる具材が違うなど、いろいろな情報があって良かった。 

 

授業の振り返りでは、「『日本の食文化』の新たな気付きはありましたか？」について記述させた

(資料４)。日本の食文化の歴史を考えたり、海外の食文化と比較したりしており、生活文化の継承の視

点や科学的な根拠に基づいて日本の食文化を創造する実践力が身に付いたと考える。 

 

(資料４)振り返りアンケート(Google フォームのアンケート回答の一部) 

・「日本の食文化」の新たな気付きはありましたか？(生徒の記述より、一部修正) 

・海外から入ってきた物が日本で独自に発展していった物がかなりあって面白かった。 

・もとは日本ではない物も日本でどんどん進化していって、世界で親しまれるような食品がいっぱいあ

るから、すごいなと思った。 

・外国にも日本に似たような料理があることについて新しく知ることができた。また、国によっては同

じ食べ物でも食べ方が違うものもあった。 

・思っているよりも食はまだ知らないことが沢山あるのだなと思った。 

・日本の文化は世界までも影響するほどの素晴らしい文化だと知った。 

・日本人でも日本食の全てを知っている訳では無いので、色々知ることができて楽しかった。また、海

外で似ている料理、商品も紹介されていて見ていてとても楽しかった。 

・日本の食文化にはそれぞれ背景があるのだと知ることができた。 

・国内の中でも地域によって呼び方など違うことが結構ある。 

・日本の古い時代から今まで続いている食文化だし、どんどん日本だけでなく海外にも伝わっているの

ですごいと思った。食べ物それぞれ理由があって作られていたので大切に作ったり食べたりしようと

思った。 

・日本に住んでいても地域の違いで全然知らないものがあったり、逆に他の地域から拡がったものが一

般化したりしていることを知った。 

 

授業実施後は、Google フォームによる事後アンケート調査を実施した。「日常の食生活で、『日本

の食文化』を意識していきますか？」の問いでは、「行事のときは意識していきたい」と回答した生徒

が50.8％、「日頃から意識していきたい」と回答した生徒が37.3％、「外食のときは意識していきたい」

と回答した生徒が6.8％、「意識することはないと回答した生徒が3.4％、「外食や行事のときは意識し

ていきたい」と回答した生徒が1.7％であった(資料５)。日本の食文化について意識していなかった生

徒が大きく減少し、日頃から意識していこうと考える生徒が特に増えた。各グループの発表を聞き、日

本の食文化を身近に感じることができた結果であると推測する。 
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(資料５)事後アンケート(Google フォームのアンケート回答の一部) 

・日常の食生活で、「日本の食文化」を意識していきますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

 

 

 

 

 

 

また、「他教科(外国語科)とのコラボレーション授業を通して、『日本の食文化』への興味の広がり

や知識の深まりが見られましたか？」という問いには79.7％の生徒が「はい」と回答した。その理由と

しては、英語に訳す作業をすることで、日本の食文化についても深く考えることにつながったなど、知

識の獲得のみの学習で終わることなく、習得した知識を自ら表現していく体験的な学習活動に取り組む

ことができたと考えられる（資料６）。 

 

(資料６)事後アンケート(Google フォームのアンケート回答の一部) 

・他教科(英語)とのコラボレーション授業を通して、「日本の食文化」への興味の広がりや知識の深まり 

がみられましたか？その理由を記入してください。(生徒の記述より、一部修正) 

・英語で発表しないといけないから、丁寧に日本語で文章を作った。 

・英語にする分、普段以上によく調べることができた。 

・英語だとこういう単語になるのかなど、普段学んだことが生かされたりしてとてもよかった 

・身近な物の発表だったこともあって、日本語訳と合わせて英語の理解が深まった。 

・英語を使うことでとても難しくなったし、日本語と英語で違う表現がたくさんあった。 

・日本語とは違う表現の仕方があったから日本語で話すのとは別の視点で学ぶことができた。 

・日本語のみならず英語でも文を綴ることで、普段よりも強く印象に残った。 

・難しい単語を何個か知ることができた。また、すでに知っている文法も出てきて、面白いと思った。 

・自分で英語を調べていくうちに日本と海外との食文化の違いや、英語ではこういう表現なのかという

新しい発見が沢山あった。 

・まだあまり自分に定着してない言語を使うことによって印象に残りやすかった。 

・英語は得意ではないですが、人に伝えるために調べてさらに色々な英語を知ることができた。 

 

  イ 「指導と評価の一体化」の視点を踏まえた学習評価の工夫について 

研究のテーマである「指導と評価の一体化」については、主体的に取り組む態度に対して指導に生か

す評価を行うことで実現しようとした。具体的には、Google フォームによる事前アンケートや振り返

り(事後アンケート)、食文化の調べ学習に活用したワークシート、発表スライド、各グループの発表に

対しての評価と感想を記述するワークシートで評価した。 

単元を貫く問いである「食生活に関わる情報を適切に判断し、生涯を通して健康や環境に配慮した安

全な食生活を営むには何が必要か。」を踏まえ、生徒へGoogle フォームで事前アンケートを実施した。

単元の導入で事前アンケートを実施することにより、生徒の食生活の現状や食文化等の知識について確

認することができ、さらにアンケートの記録を残すことにより、単元全体の授業展開や学習評価に生か

す材料とした。主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習過程については、食文化の内容設定から、

調べ学習、さらに発表スライド作成と発表まで協同してグループで行うことにより、体験的・実践的な

学習活動となり、生徒の学びの実践となった。 

各グループの発表に対しての評価と感想についてのワークシートの記述をみると、日本の食文化の良

さを多面的・多角的に捉えていたことから、指導に生かす評価(主体的に学習に取り組む態度)ができた

と考えている。さらにワークシートやGoogle フォームによる振り返り(事後アンケート)の記述からも、

本時の評価規準である「日本の食文化について関心を持つとともに、日本の食文化の良さについて知識

を深めようとしている。」について、食文化を科学的な根拠に基づいて生活の充実向上を図ろうとする

実践的な態度が身に付いたと評価することができる。 

授業前 授業後 

意識して 

いない 

(52.8％) 

日頃から 

意識している  

行事のときは、 

意識している  外食のときは、 

意識している(2.9％) ※少数第２位を四捨五入 

日頃から 

意識して 

いきたい 

意識することは 

ない (3.4％) 

外食や行事のと 

きは、意識して 

いきたい (1.7％) 

行事のときは、 

意識していきたい 

外食のときは、 

意識していきたい 

 (6.8％) 

 

50.8％ 

10％ 

34.3％ 

 

 

37.3％ 
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各グループで作成した発表スライドについては、英語担当の教師や生徒全体が閲覧できるよう共有す

ることで、教科間で指導に生かす評価(主体的に学習に取り組む態度)として、単元を通しての変容を見

取ることができた。また発表スライドは、生徒自身が単元の学びの課程で知識や技能の習得を確認でき

る材料とした。Google フォームによる事前アンケートや振り返り(事後アンケート)調査では「日常の

食生活で、『日本の食文化』を意識していきたいか。」の項目で大きな変容が見られ、生徒の意識を高

めることができた。本研究授業は、「家庭基礎」での食文化についての調べ学習や発表、英語での翻訳

作業等といったコラボレーション授業を実施したことにより、今後の学習評価に生かせる教育実践にす

ることができた。 

 

  ウ 成果 

本研究では、カリキュラム・マネジメントの視点から、外国語科とのコラボレーション授業を実施し

た。「家庭基礎」では、食文化の内容設定、調べ学習では食文化への興味・関心や知識を深め、発表、

発表の評価を行った。また、英語では、英文翻訳や英語での発表練習を通して文法や発音の知識や技能

を身に付けた。今回のコラボレーション授業を通して、食文化を様々な視点から学ぶことで、深い学び

につながったといえる。 

Google フォームの事前アンケートでは、日本の食文化を広める手立てについても、単元の導入で考

えさせたことにより、食文化への興味・関心をさらに高めて、生徒の授業への取組状況を向上させるこ

とができた。  

調べ学習では、カリキュラム・マネジメントの視点から、「学校行事での活用」と生徒に食文化をよ

り身近な題材になるよう工夫した。さらに食文化の例を提示することや発表スライドの発表内容の設定、

役割分担の仕方等をワークシートに取り入れて授業展開をしたことで、生徒が授業に取り組みやすく、

タイム・マネジメントを図ることができたといえる。 

発表スライドは、英文と日本語文の両方を残すことで、発表する生徒も聞く生徒も分かりやすく、授

業後の振り返りもしやすくて、今後の授業の活用材料となるように工夫した。 

授業後の振り返り(事後アンケート)の生徒の記述からは、日本の食文化の歴史や、海外の食文化の比

較等、科学的な根拠から捉えることができていた。さらに味付けの工夫やＳＮＳの活用で日本の食文化

を広げていくといった「食文化の継承」について考えた記述があり、生徒の食文化に対しての知識の深

まりがみえた。 

食文化の調べ学習や発表では、食文化の内容設定や調べ学習、発表スライド作成や発表の練習、発表

が実践的・体験的な学習活動となり、さらにグループで協同して取り組むことにより、主体的・対話的

で深い学びが実現できたといえる。 

 

  エ 課題・今後に向けて 

本研究は、単元の導入での授業展開であったため、授業で習得した知識及び技能を活用する場面が、

生徒自らの調べ学習となった。単元指導計画内の今後の授業展開の中で、食生活についての知識及び技

能や、問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、科学的な根拠に基づいて主体的及び論理的に

表現できる力を身に付けさせることが求められる。食生活の単元の過程で、本研究のような生徒が授業

で習得した知識及び技能を活用した課題を設定して、調べ学習や発表を取り入れていくことで、さらに

生徒の知識及び技能の深まりがみられると推測する。 

本研究の課題は、各グループ発表に対して評価、感想を記入するワークシートの活用の仕方である。

今回は、各グループの発表を聞いて、生徒個人で評価と感想を記入することにとどまった。生徒全体や

グループでの共有、活用の仕方を工夫することにより、相互評価からさらなる食文化に関する知識の深

まりが見られたのではないかと考える。活用の仕方を工夫することで、ワークシート自体が指導に生か

す評価(主体的に学習に取り組む態度)だけではなく、記録に残す評価(思考・判断・表現)として評価す

ることもできるので、今後改善していく必要がある。 

食文化の内容設定において、今回は生徒が取り組みやすくなるように食文化の例を提示した。授業者

側の取組の工夫として評価できるが、生徒が主体的に考える場面を作り出すためには、提示の仕方等の

さらなる工夫が求められる。外国語科とのコラボレーション授業では、それぞれの教科の特性があるの

で、連携をとりながら授業を進めていかなければならない。本研究をきっかけとし、学校全体で共有を

図りながら、様々な教科とのコラボレーション授業が発展していくことを望む。 
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